
火・土・金・水は、この世の森羅万象を象徴して

いる。元素の数を 5 つにしたのは、古代の天文学

で 5 つの惑星（水星・金星・火星・木星・土星）

が観測されていたことに由来する。この陰陽五行

説と比較される思想に、西洋文化圏には四大元素

説がある。四大元素説では、この世の物質は、火・

地（土）・空気（風、気息）・水の四元素から構成

されていると考える。陰陽五行説と共通する要素

は、火・土・水で、異なる要素は空気（風、気息）

のみである。物理的視点から考えられている。 

西洋の占星術は、前 2000 年頃に古代バビロニ

アで始まっている。天の星々と神々とを結び付け

ることによって、神々の象徴的意味が読み取られ、

天の徴（しるし）が地上の出来事の前兆を示すと考

えられた。占星術が古代バビロニアからギリシャ

に伝えられ、前 332 年にギリシャのアレクサンド

ロス大王（前 356-前 323 年）がエジプトを征服し

た後、エジプトがヘレニズム文化圏（古代オリエ

ントとギリシャが融合した文化）に組み込まれ、

占星術が発達した。ホロスコープ（星位図）を用

いる占星術が現れたのは、ヘレニズム時代（前

332-前 30 年）である。その占星術のサイン（sign：
宮の意）は、古代バビロニア時代に設定されたと

考えられている。黄道とは、太陽の周りを公転し

ている地球から見ると、太陽が天球を一周してい

るように見える見かけの通り道を表す。サインは、

天球上の黄道を中心にした、太陽や月、惑星が運

行する帯状の領域である獣帯（zodiac）を黄経（黄

道を基準とする座標系）で、12 等分した領域を意

味する。12 のサインは黄道十二宮と言われ、各サ

インには男性・女性、活動・不動・変動（柔軟）

の三様相や、火・地・風・水の四大元素などの意

味付けが行われている。各サインの支配星（守護

星）は、春を表す白羊宮（4 月）が火星、夏を表

す獅子宮（8 月）が太陽、秋を表す天秤宮（10 月）

が金星、冬を表す磨羯宮（12 月）が土星、その中

間に地球や月、水星、木星、天王星、海王星、冥

王星が割り当てられている。ソクラテス（前 469-
前 399 年）以前の初期ギリシャ（前 600-前 400
年）の哲学者たちは、万物（物事）の根源を神で

なく、原理（アルケー：αρχη）に求めていた。ア

リストテレス（前 384-前 322 年）の『形而上学』

に依ると、タレース（前 624-前 c.546 年）は四大

元素の中で万物の根源を水とし、クセノパネス（前

c.600 年の哲学者）は土、アナクシメナス（前 585-
前 525 年）は空気（気息）、ヘラクレイトス（前 540-

前 c.480年）は火、エンペドクレース（前 490-前 c.430
年）は水・土・空気・火を根源の元素とした。 

９．陰陽五行説に見られる循環の思想 

五行における五元素の配列には、生成（せいせい）

説、相剋（そうこく）説、相生（そうじょう）説の三種類

がある。陰陽説と五行説を統合して陰陽五行説が

成立しており、五行が混沌から太極を経て生み出

され、五行の生成順が確立している。陰の中で特

に冷たい部分が北に移動して水が生じ、陽の中で

特に熱い部分が南に移動して火が生じ、残った陽

気は東に移動して風となって木が生じ、残った陰

気が西に移動して金（金属：鉱物資源）が生じる。

つまり、水・火・木・金・土の順になる。相剋説

は、前 4 世紀末に唱えられ、木は土の栄養を吸収

するので、土に勝ち、土は水に勝ち、水は火に勝

ち、火は金に勝ち、金は木に勝つことを意味する。

つまり、木・土・水・火・金の順になる。相生説

は、前 1 世紀末ごろの前漢末期に唱えられたもの

で、木は火を生じ、火は土（灰）を生じ、土は金

を生じ、金は冷えると表面に水（水滴）を生じ、

水は木を生じさせることを意味し、木・火・土・

金・水の順になる。このような循環は、自然界に

おける多様な事物の永遠性を象徴している。 

10．おわりに―青銅器とともに伝わった天の思想 

楔形文字を使うメソポタミアの青銅器や占い

が、甲骨文字を持つ古代の中国に伝わると同時に、

西洋の天体の神化とその象徴的意味付けやサイ

ン（宮）が古代の中国に伝わり、天意という考え

方が生み出されている。天意は気を左右し、陰陽

説の気の思想が考え出された。陰と陽には、断絶

した二分的関係と連続した二元的関係があり、陰

と陽のバランスの重要性が内包されている。調和

を保つ思想として太極（中庸）が考えられている。

初期ギリシャの「火・地・風・水」は物理的要素

を表すが、四大元素説に繋がる「木・火・土・金・

水」から成る五行説は精神に結びついている。 
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１．はじめに

ピンクという色名は一般によく用いられてい

るが それではどのような色を「ピンク」色とい

っているか 漠然とピンク色の範囲の見当はつく

であろうが,「これがピンク色」「これらもピンク

色」の個々人による差異の有無を追究する 先行

文献 ）には “ニュアンスの異なるピンク 色”

を提示し その中から“恋するピンク”“勝負ピン

ク”を選択させた調査（ の各 色

の 色 の各 色 “ ” 文献中の使用

語）がある 本研究では 調査者が多数の色票から

自由に「これがピンク色」 「これらもピンク色」

を選択し その結果からピンク色を解明する ま

た 色名「ピンク」からの連想語の結果も示す  
２．方法

色票「BASIC COLOR 140」(140 色:有彩色 130
色,無彩色 10 色,各 B6 判)の 140 色を調査者が各

自持ち,①「これがピンク色」1 色,②「これらもピ

ンク色」(① 以外で)全てを自由に選ぶ調査を行う.
また,①と②に先行して色票を見ずに,色名「ピン

ク」から連想される具象語と抽象語を各一つ自由

記載させる.調査者は,美術系大学女子 200 名,同男

子 56 名,教養系短大女子 76 名,合計 332 名の 20
代前半までの日本人で,以下各々A,B,C 群と称す. 
３．結果および考察

① これがピンク色 
3 群別に集計した結果,最もピンク色の色数は, 

A:9,B:7,C:7 となり各群間には強い相関があった. 
3 群の平均値を図 1,表 1 に示す. 表 1 より 1 位は

5RP6/10(明るい赤紫);65.0%, 2 位は 5RP8/6（う

すい赤紫）;22.2%, これらの合計は 87.2%で,色相

赤紫 RP の中明度・高彩度, 高明度・中彩度の色

であった.また,3位以下は3%未満で,色相は, RP(4
色の合計 7.7%), 赤 R(3 色の合計 5.1%）となり,
紫 P, 黄赤 YR は全くなく, RP が殆どを占めた. 
② これらもピンク色 

「これらもピンク色」を 140 色から全て選出さ

せた結果, 3 群とも一人当り約 6 色をあげた. 3 群

の出現率の平均値が5%以上の16色の選択率の各

群間には相関があった. 
表1には,3群平均値(5%以上),16位までの色を示

す. 表 1 より色相をみると, RP が 1,2,3 位,そして

6, 8, 9,11,15 位も占める. 次に R が 4, 5, 7, 10 位, 
P が 12,13, 16 位に上がり,YR は 14 位に入る. 
①と②は重複選択されず ①1 位の 5RP6/10 は

②では 9 位, ①2 位の 5RP8/6 は②では 3 位, ①と
② の合計選択率は, 夫々93.7%, 88.7%となり, こ
れら 2 色を殆どの人がピンク色とみなしていた. 

また ①に登場した 9 色は, 順位は異なるが②

の上位 9 色と全く同色である. 上位 9 色(選択率

20%以上)の色相RP,R の明度と彩度との関係を図

2-1 RP, 図 2-2 R に示す. RP は, 高明度・低彩度

(vp ﾄｰﾝ), 中明度・中彩度(sf), 高明度・中彩度(pl), 
中明度・高彩度(lt, vv)の 6 色, R は lt, vp, pl ﾄｰﾝ
の 3 色であった. 
③ 色名「ピンク」からの連想(具象語，抽象語) 
具象語は群間に強い相関があった.出現率の平

均値 2%以上の具象語を図 3-1 に示す. 桃は果物

を指すが,桃(37.4%)が圧倒的に多く，桜, 豚と続

く.文献 2）(2005年調査)でも桃(39%)が1位である. 
抽象語の群間の相関は,A・B:相関あり,A・C:弱

い相関,B・C:殆ど相関なしであった.抽象語(図
3-2)は全て 25%以下,各群の差も大きい.可愛い, 
恋, 恋愛という上位は,文献 2）とも同じであった. 
調査者に偏りはあるものの, 本研究から,「これ

がピンク色」,「これらもピンク色」は 3 群間の差

は殆ど無い事が分かり, 5RP6/10 が ピンク色で

あり, 5RP の 9/2, 6.5/6, 8/6, 5R の 6.5/10, 9/2 が, 
これらもピンク色であると明示できた. 
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　　表1.　ピンク色

①　これがﾋﾟﾝｸ色 ②　これらもﾋﾟﾝｸ色
　HV/C ％  順位 　HV/C ％

 5P 8/5　
図1 これがピンク色

 5RP 6/10  5RP 8/6  10RP 4.5/13
 5RP 9/2  5R 8/6  5R 9/2
 5RP 6.5/6  5R 6.5/10  5RP 4.5/12
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図 3 -1色名「ピンク」からの連想 具 象語
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図3-2 色名「ピンク」からの連想 抽象語
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図2-1 これらもピンク色 RP (上位9色中)
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図2-2 これらもピンク色 R (上位9色中）
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